比の三用法を伴う小数の乗法及び除法における子どもの知識の構成過程について by 高橋  裕樹










































































































































々の知識において， が へとmodel-of model-for
発達していくことである。例えば小数の等分除の
問題場面において，子どもが１当たり量を求める
ために，問題場面に応じて や などを解0.1 0.5









る。この発達により， や 当たり量を求める0.1 0.5





































































問 題 場 面
① １ｍ 円のリボンを ｍ買いました。80 3.2
代金はいくらになりますか。
１ のガソリンで 走るバイクがありç 15km





④ す。この鉄の棒 ｍの重さは何 で2.8 kg
すか。
⑤ × の筆算の仕方を考えよう。2.3 2.8
⑥ たて ｍ，よこ ｍの花壇の面積は2.3 3.6
何ｍ ですか。２
１人に ｍずつリボンをわたしたいで2.5














⑪ ｍで の鉄の棒があります。そ0.3 7.2kg
の鉄の棒の１ｍの重さは何 ですか。kg
⑫ のガソリンで， 走る車があ 除2.6 16.9kmç
ります。１ では何 走るでしょう。ç km
よしこさんのつるの長さ( ｍ）をもとに 包2.4





















































か。」において， × を立式する。龍太は3.2 80
3.2 80 3.2「整数と同じでやる」と発言し， × の
の小数点を抜き（ 倍して）， の０を取り10 80




んだ。龍太が立式した × は１を単位とし3.2 80








kg 21 3.4さは何 ですか。」に対して，龍太は ×
を立式し，筆算によって積 ( )を導いた。龍71.4 kg



































÷５をやって になりました。 を５こ200 40 200
に分ければいいと思う。 は が５こででき2.5 0.5
ているから， ÷５をやりました。200
龍太は ｍを１と見なし， ｍに ｍが５つ0.5 2.5 0.5
200含まれているという包含除の見方を等分除














2 0 0 円
2 . 5 ｍ 0 . 5 ｍ
200 円
2.5 ｍ 0.5 ｍ
問題場面⑨後のインタビューにおいて，龍太
は，問題場面「 ｍで のはり金がありま1.6 4.8kg
す。このはり金１ｍの重さは何 でしょう。」に取kg
り組む。龍太は初めに ｍと１ の差 ｍに1.6 m 0.6
着目し， ÷８を立式する。その後 ÷８６＝48 48
とし，続いて － ＝ を行った。龍太0.6 4.8 0.6 4.2
は を解決のための単位として用いられない0.6
ことに気づくと， を解決のための単位とし，0.1
÷ ＝ ， ×６＝ ， － ＝4.8 16 0.3 0.3 1.8 4.8 1.8
３( )を行った。龍太は問題場面⑪，⑫においkg









いて，問題場面「 ｍで のはり金，１ｍ3.8 13.3kg
の重さは何 でしょうか。」に取り組む。龍太はkg
0.1 13.3初めに を解決のための単位とする解決
÷ ＝ ， × ＝ を行った。教38 0.35 0.35 10 3.5
師に他の解決を求められると，龍太は１を単位と
した解決 ÷ ＝ を行った。龍太は，13.3 3.8 3.5
ｍ当たりの重さを求める式 ÷ と１ｍ0.1 13.3 38







太は黄色い棒の重さを求めた解決 ÷ ＝1.8 2.4






５× ＝ ，５× ＝３に対して，それぞ3.5 17.5 0.6







て， ÷ ＝ を立式した。続けて，龍太63 1.8 35





































































３ｍの差 ｍの値段 円を求め，その値段を0.5 40























は が 倍だから，１個と 倍の大き63 35 1.8 0.8
さだから（手のひらを広げて，各々の長さに合わ










































めの単位として × を立式した。しかし，実3.2 80
















は が６個ある数だから ÷６になって。」と0.4 3.6













取り組む。龍太は， ÷ ＝ ， ×8.4 24 0.35 0.35
＝ を行った。龍太は問題場面を線分図10 3.5
図 ．龍太が を１と見なして描いた図11 3.5
図 ．龍太が を１と見なして描いた図10 4.5
図９．0.4を解決のための単位とした図
0 . 40 . 4 0 . 4 0 . 4 0 . 40 . 4
３ k g
3 . 6 k g
（図 ）で表すと，その線分図から乗法と包含11









ç0.4 2.4 2.4が の中に６個含まれていることと，
を６等分した一つ分（ ）の重さが で0.4 0.6kgç
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